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ライセンス情報

ライセンス情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

ライセンス種別 5ユーザーライセンス

ライセンスコード

サポート有効期限

サポートメールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

E-Mail epublisher@alfasado.jp
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概要
ePublisherへようこそ。
ePublisherはMovable Type上でePubやMobi形式の電子書籍を作成可能にするソリューションです。
電子書籍の作成・編集・検証・出力の他、既存のブログからの移行支援ツールやCSVからのコンテンツ登録等もサポートし
ています。

 ePub形式のテーマ
Movable Type 5のテーマに対応したePub形式のテンプレートセットが含まれます。

 ePub形式のファイル・ダウンロード機能
編集後の電子書籍を管理画面からワンクリックでePub/mobi形式のファイルとしてダウンロード可能です。

 目次の自動生成
カテゴリを章、ブログ記事をページとしてワン・クリックで目次を自動生成します。

 コンテンツの章立て/表示順制御
ドラッグ＆ドロップにより各章及び章内のページの並び順を自由に設定可能です。

 相対パス変換とリンクチェック機能
出力されるePub/mobi形式のファイル内のリンク、インライン画像等のパスは自動的に相対パスに変換されます。また
内部リンク/外部リンクに対応したリンクチェッカが含まれます。

 ePubファイルを検証
epubcheckを利用して生成されるePubファイルが仕様に準拠しているかどうかを管理画面からチェックできます。ま
た、各コンテンツのプレビュー画面からXHTMLソースをThe W3C Markup Validation Serv-
iceにポストできるため、ページ単位での検証が可能です。

 アクセシビリティの確保
テキストの正規化、不要なソースのクリーンアップ、画像のALT属性チェックが可能です。

 CSVからのデータ投入
章やページのデータをCSVファイルから一括インポートできます。

 既存のブログからの移行ツールが付属
既存のブログからコンテンツ、画像をまとめてダウンロード、電子書籍の側へ一括移行可能です。画像のパス情報は自
動的に調整されます。

 作成・編集過程のコンテンツを保護
ePubテーマを適用したブログのサイト・ルート以下のファイルには権限を持ったユーザー以外はアクセスできません。

- 5 -



ソフトウェア動作環境
サーバー環境
• Unix/Linux/MacOS X(Windowsサーバーでは一部制限があります)
• Apache Webサーバ(IIS Webサーバでは一部制限があります)
• Movable Type5 (最新版を推奨) が動作する環境 (Perl/PHP/MySQL)
• Perlモジュール Archive::Zip
• Kindlegen(Mobi形式のファイル書き出しに必要)
• EpubCheck(ePubの検証に必要)
• wkhtmltopdf(PDFの書き出しに必要 *PDFの出力についてはePublisherでは正式にはサポートしていません)

クライアント動作環境
• Mozilla Firefox 3.5 以降 (最新版を推奨)
• Internet Explorer 6.0 以降 (最新版を強く推奨)
• EPUBReader(Firefoxアドオン - ブラウザでのePubの表示確認に必要)

各ソフトウェアの入手先
 Archive::Zip
http://search.cpan.org/dist/Archive-Zip/

 Kindlegen
http://www.amazon.com/gp/feature.html?ie=UTF8&docId=1000234621

 epubcheck
http://code.google.com/p/epubcheck/

 wkhtmltopdf
http://code.google.com/p/wkhtmltopdf/

 EPUBReader(Firefoxアドオン)
https://addons.mozilla.org/en-US/firefox/addon/45281/

Movable Type は 米Six Apart, Ltd.の商標です。
EpubCheck は New BSD License の元で公開されているePubの検証用ツールです。
Kindlegen は Amazon.com, Inc. が提供しているXHTMLやePub形式のファイルをKindle Book形式に変換す
るツールです。
wkhtmltopdf は GNU General Public License v3 の元で公開されているHTMLからWebKitのエンジンを利用
してPDFを生成するツールです。
その他本サイトに記載されている製品名/会社名はそれぞれ各社の商標または登録商標です。

- 6 -

http://search.cpan.org/dist/Archive-Zip/
http://search.cpan.org/dist/Archive-Zip/
http://search.cpan.org/dist/Archive-Zip/
http://search.cpan.org/dist/Archive-Zip/


インストール
• Archive::Zipがサーバーにインストールされていることを確認し、Movavle Typeをサーバーにインストールします。
•ツール(Kindlegen/epubcheck等)をサーバーにインストールし、コマンドライン等で動作を確認します。
•プラグイン/テーマ等必要なファイルをMovable Typeにインストールします。

mt_dir/plugins/ePublisher/以下のファイル
mt_dir/mt-epub.cgi (実行可能なパーミッションを付与してください)
mt_dir/mt-static/plugins/ePub/以下のファイル
mt_dir/mt-static/plugins/ItemSort/以下のファイル
mt_dir/themes/ePublisher/以下のファイル

•mt_dir直下にpowercms_filesという名称でディレクトリを作成し、Movable Typeから書き込み可能なパーミッションを
付与します*。

*環境変数 PowerCMSFilesDir で任意の場所を指定することもできます。

mt-config.cgi の設定
 必須項目(必ず設定してください)
• TempDir:一時ファイルの保存先を指定します(Movable Typeから書き込み可能なディレクトリを指定してください)。
• AssetCacheDir:サムネイル画像等の保存先を指定します。OEBPS/assets_c を指定してください。
• SingleCommunity:「1」を指定してください*。
• CookiePath:「/(スラッシュ)」を指定してください*。

 各ツールに関する項目(必要に応じて設定してください)
• KindlegenPath:Kindlegenのインストールパスを指定します。
• EpubcheckPath:EpubCheckのインストールパスを指定します。
• JavaPath:Java(JRE)のインストールパスを指定します。
•WkHtmltoPdfPath:wkhtmltopdfのインストールパスを指定します。
•WkHtmltoPdfOption:wkhtmltopdfコマンドに渡すオプションパラメタを指定します。

設定例:
TempDir /home/epublisher/temp/
AssetCacheDir OEBPS/assets_c
SingleCommunity 1
CookiePath /
KindlegenPath /usr/local/bin/kindlegen
EpubcheckPath /usr/local/epubcheck/epubcheck-1.0.5.jar
JavaPath /usr/java/jre1.6.0_21/bin/java
WkHtmltoPdfPath /usr/local/bin/wkhtmltopdf
WkHtmltoPdfOption --disable-javascript
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ブログの作成とテーマのインストール
電子書籍の作成は、ウェブサイトではなく「ブログ」上で行います。最初にウェブサイトを作成した後で新規にブログを作
成します。
この時、ブログテーマ「ePublisher」を選択してください。

インストールされるテンプレート
• mimetype(必須ファイル):ePubファイルのmimetypeが記載されています(このファイルがzip圧縮されたepubファイルで
あることを示します)。名前と場所は変更できません。

• META-INF/container.xml(必須ファイル):content.opfを指定します。名前と場所は変更できません。
• OEBPS/content.opf(必須ファイル):epubファイルを構成するファイルへのパスとファイル名を記述します。
• OEBPS/toc.ncx:ePubの目次を出力します。
• OEBPS/cover.xhtml:カバーページです。
• OEBPS/Text/toc.xhtml:目次ページです。カバーページの次に表示されます。
• OEBPS/Text/copyright.xhtml:コピーライトに関するページです。ePubの最後に出力されます。
• Dynamic Site Bootstrapper(必須ファイル):ログインしていない権限のないユーザーからの情報の閲覧をブロックするプ
ログラムです。

• .htaccess(必須ファイル):Dynamic Site Bootstrapperへリクエストを処理させることで権限のないユーザーからのアクセ
スを制限します。

• Category:「章」の扉ページとなります。カテゴリの設定画面で章のページに表示するカバー画像を添付することが可能
です。

• Entry:各ページのコンテンツです。
• Popup Image:ポップアップ画像表示用HTMLをValidなXHTMLにしたものです。
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 章とページの構成
ePublisherのデフォルトテーマでは、「カテゴリ(トップレベル)」を「章」、カテゴリ以下の「ブログ記事」をページとし
て扱います。
テンプレートの修正によってこの構成を変更することは可能ですが、本ドキュメントではこの構成に沿って解説します。

章(カテゴリ)とページ(ブログ記事)の構造とカテゴリー/エントリーグループ

グループについて

グループ機能とは、ブログ記事(エントリー)やカテゴリーをグループ化して、表示順をドラッグ＆ドロップで指定すること
ができる機能です。
エントリーグループについては「グループ」メニューから「エントリーグループ」を選択することで、カテゴリーグループ
については「グループ」メニューから「エントリーグループ」を選択することで一覧を表示します。
グループを新規に作成するには、グループの一覧画面上部の「グループの作成」をクリックします。
グループにブログ記事やカテゴリを追加するには画面左の「エントリー(カテゴリー)一覧」から画面右の「グループのアイ
テム一覧」グループに登録したい項目をドラッグするか、登録したい項目にチェックを入れて右矢印をクリックします。
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逆の操作(右から左)でグループからブログ記事やカテゴリを削除することができます。ドラッグ＆ドロップで項目の並び順
を変更できます。
グループの項目を追加したり入れ替えた時には、必ず「変更を保存」をクリックして設定を保存してください。
グループに登録された項目を出力するテンプレート・タグについては「テンプレート・タグ」の項を参照してください。

目次について
OEBPS/Text/toc.xhtmlテンプレートでは「Table of Contents」 という名前のカテゴリーグループの情報が指定した順番
で出力されます。
Table of Contentsに登録されていないカテゴリは出力されないことに注意してください。
Table of Contentsカテゴリグループは「ツール」メニューの「ePub構造の再構築」を実行することで自動的に生成されま
す。「ePub構造の再構築」については後述します。

ページ(コンテンツについて)
ePublisherの標準テンプレートでは、カテゴリと同名のエントリーグループに属するブログ記事のみがePubに登録(表示)さ
れます。
つまり、ePubに含めるブログ記事はTable of Contentsカテゴリーグループに登録されているカテゴリと同名のエントリー
グループに属している必要があります。
カテゴリと同名のエントリーグループは、カテゴリを新規作成すると自動的に生成されます。
また、「ツール」メニューの「ePub構造の再構築」を実行することでも自動生成されます。「ePub構造の再構築」につい
ては後述します。
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 設定(カバー画像の登録と書誌情報の入力)
ePublisherがインストールされた環境では、ブログ設定(全般)の管理画面にいくつかの入力欄が追加されます。

• 添付ファイル:カバー画像をアップロードします。カテゴリの編集画面で章のカバー画像を添付することができます。ブロ
グ/カテゴリに複数の画像を添付するには、各ブログプラグイン設定の「AttachFile」プラグイン設定で添付するファイル
の数を設定してください。

• ePub:「ePublisherを有効にする」をチェックします( ePublisher を選択して作成した場合、チェックが入った状態にな
ります)。

• Book ID:ePubのBook IDを指定します。OEBPS/content.opfのdc:publisher及びOEBPS/Text/copyright.xhtml(最終ペー
ジ)に出力されます。

• 著者:著者名を指定します。OEBPS/Text/copyright.xhtml(最終ページ)に出力されます。
• 権利:出力される電子書籍の権利を指定します。OEBPS/content.opfのdc:rights及びOEBPS/Text/copyright.xhtml(最終
ページ)に出力されます。

• 出版社:出力される電子書籍の権利を指定します。OEBPS/content.opfのdc:publisher及びOEBPS/Text/
copyright.xhtml(最終ページ)に出力されます。

• その他の設定:アーカイブ設定のファイルの拡張子にはxhtmlを指定してください( ePublisher を選択して作成した場合は
自動的に指定されます)。
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 ePub構造の再構築
「ツール」メニューから「ePub構造の再構築」を実行することで、カテゴリーグループやエントリーグループを自動生成
することができます。
この動作により、下記の処理が実行されます。

• Table of Contentsカテゴリーグループを自動生成し、ブログの属するトップレベルカテゴリを作成順(ID順)にグループに
登録します。

• カテゴリーグループに登録されたカテゴリと同名のエントリーグループを自動生成し、カテゴリに属する(主カテゴリと
して指定されているもののみ)ブログ記事を作成順(ID順)に登録します。

 Table of Contentsカテゴリーグループが存在している時「ePub構造の再構築」を実行することはできません。
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 ブログ記事の作成と編集
ブログ記事の作成と編集はMovable Typeのブログ記事作成と同様に行うことができます。
プレビュー画面ではiPad風のプレビューが表示されますが、現状では特定のソフトウェアで同様の表示になるとは限らない
ことに注意してください。プレビューはあくまでも表示の目安確認となります。
尚、ePubは正しい(Validな)XHTMLとして作成しなければなりません(一部のビューワーソフトではXHTMLの文法違反に
よってスタイルが効かない、エラーが表示されるなどの不具合が生じることがあります)。
ePublisherでは、ページ単位での文法チェック、ePub全体での検証が可能になっています。詳細は検証に関する項を参照
ください。

 アーカイブ出力時の自動変換について
ブログ記事やその他のアーカイブを再構築して保存する時、ePubとして適切なフォーマットになるよう、下記の部分につ
いて自動変換を行います。

• リンクや画像の絶対パスから相対パスへの変換
• onclick属性やA要素のtarget属性、ページ内に記述されたJavaScript等を削除します。
• 英数字については半角に統一します。
• 記号文字等について正規化します。
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 CSV(TSV)からのデータ投入
CSV(TSV)からブログ記事、カテゴリを投入することができます。この機能により、章やページの構成をあらかじめCSVと
して作成し、Movable Type(ePublisher)に一括して登録することができます。
CSV(TSV)ファイルからファイルをインポートするには、「ツール」メニューから「記事のインポート」を選択し、イン
ポート元に「ブログ記事/ウェブページ(CSVまたはTSV)」を指定してファイルをアップロードします。

CSVファイルのヘッダ(1行目の指定について)
1行目にエントリーのフィールド名等、インポートしたデータの各セルをどこに保存するかについての情報を指定します。
指定に関するルールは以下の通りです。

• ブログ記事のフィールド値(例:entry_title):entry_フィールド名として指定します。entry_idを指定すると、そのidのエン
トリーが存在した場合、そのエントリーデータを上書きします。

• ブログ記事のカスタムフィールド値(例:customfield_basename):customfield_ベースネーム として指定します。
• ブログ記事のカスタムフィールド(アイテム)値(customfield_asset_basename):customfield_asset_ベースネーム として指
定します。ここに登録する値は、サイトのルートパスを「%r」に置換したパスです。例: %r/OEBPS/Image/sample.jpg 
サーバーに該当するファイルがアップロードされていれば、アイテムへの登録は自動的に行います。ファイルが存在しな
い場合はこのフィールドはインポートされません。

• プライマリカテゴリー情報(primary_category):ブログ記事の主カテゴリ(プライマリカテゴリー)を指定します。カテゴ
リーが存在しなければインポート時に自動的に作成します。

• タグ(tag):ブログ記事のタグを指定します。1フィールドに指定できるタグは1つですが、この項目は複数列で指定するこ
とが可能です。
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 既存ブログからの移行
ePublisherにはMovable Type5で運用されているブログを電子書籍作成用のMovable Typeへ移行する際に移行を支援する
ためのツールが標準で付属しています。
既存ブログから記事/カテゴリを移行する場合、通常の「ツール」メニューから「記事のエクスポート(記事のインポート)」
を実行してMT形式でエクスポート(インポート)します。
但しこの場合、Movable Typeに登録されている画像ファイル等がそのまま引き継がれません。
移行元のブログにePublisher(プラグインのみ)をインストールして、画像と画像情報をエクスポートし、ePublisherのイン
ストールされたMT側へ一括移行することができます。

画像のエクスポート
「アイテム」メニューの「画像をダウンロード」をクリックします。
アイテムに登録されている画像がOEBPS/Imageディレクトリにまとめた上で画像をZIPファイル形式で一括ダウンロードさ
れます。

画像情報のエクスポート
「アイテム」メニューの「画像情報をダウンロード」をクリックします。アイテムの情報をCSVファイルとしてダウンロー
ドできます。
CSVの書式は下記の通りです。上記の方法でエクスポートした画像(画像情報)に限らず、ZIPファイルとCSVファイルを手動
で生成すれば、画像を一括登録することが可能です。

• A列(必須):ダウンロードされた画像のパス(例:OEBPS/Image/logo.png)
• B列:画像の名前(例:ePublisherロゴ)
• C列:画像の説明(例:ePublisher製品ロゴです。カバー画像に使われています。)
• D列:タグ(カンマ区切り)
• E列:エクスポート前の画像のURL(例: http://epub.alfasado.net/epub/OEBPS/Image/logo.png *)

*インポート時にE列の情報からブログ記事(本文/続き)を検索して、新しい保存場所のパスに置換します。
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画像と画像情報のインポート
「アイテム」メニューの「新規」をクリックしてアイテムのアップロード画面を表示します。
ダウンロードしたZIPファイルとCSVファイルを選択して「アップロード」をクリックします。
この時、アップロード先のパス名については空欄にしてください(ePublisherインストール済み環境ではパス欄に「OEBPS/
Image」が表示されますが、この欄を空欄にしてからアップロードを行ってください)。
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 ePubの検証
ePublisherでは生成される電子書籍を様々な角度から検証(validate)することができます。

各ページのプレビュー時に文法をチェックする
ブログ記事やテンプレートのプレビュー画面上部の「Markup Validation」をクリックすることでW3C Markup Valida-
tion Service( http://validator.w3.org/check )を呼び出すことが可能です。
生成されるページをページ単位でXHTMLの文法に沿っているかどうかをすばやく確認できます。

サイト内リンク/外部リンクをチェックする
再構築ウィンドウを表示します。「再構築後にルンクチェックを行う」チェックボックスにチェックを入れて「再構築」を
クリックします。
再構築後「リンクチェックを実行」をクリックすることで別ウィンドウが開きリンクチェックが実行されます。

ePubが仕様に準拠しているかチェックする
「ツール」メニュー「ePubファイルを検証」を選択して実行します(チェック結果は英文で表示されます - Epub-
Checkのインストールが必要です)。
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 電子書籍のパブリッシュ

ePubのダウンロード
「ツール」メニューから「ePubのダウンロード」をクリックしてダウンロードします。

Mobi形式のダウンロード
「ツール」メニューから「Kindle形式でダウンロード」をクリックしてダウンロードします。

PDFのダウンロード(*)
「ツール」メニューから「PDFのダウンロード」をクリックしてダウンロードします。
サイト・パス/PDF/index.htmlが存在してwkhtmltopdfがインストールされている場合のみ実行可能です。
サイト・パス/PDFディレクトリ以下のファイルはePubには含まれませんので、CSS等はサイト・パス/PDF以下に設置する
ことを推奨します。

*PDFの出力についてはePublisherでは正式にはサポートしていません
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 デフォルト・テーマのclassとCSS
これらのスタイルは、テーマに含まれるインデックステンプレート「OEBPS/Style/style.css」を編集することで、変更・
追加することができます。
閲覧用アプリケーションによって、指定が有効にならない場合があります。

 テキスト修飾系
• class="note" テキストを斜体にします 
• class="notice" テキストを赤文字で表示します

 テキスト位置指定 (ブロック要素に指定)
• class="l" テキストを左寄せにします
• class="r" テキストを右寄せにします
• class="c" テキストを中央寄せにします

 画像位置指定 (img要素に指定)
• class="img_l" 画像を左に配置します. 以降のテキストは画像に回り込みます
• class="img_r" 画像を右に配置します. 以降のテキストは画像に回り込みます

 画像位置指定 (MT標準の画像挿入により付加されます)
• class="mt-image-center" 画像を中央に配置します
• class="mt-image-left" 画像を左に配置します. 以降のテキストは画像に回り込みます
• class="mt-image-right" 画像を右に配置します. 以降のテキストは画像に回り込みます
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 テンプレート・タグ

ブロック・タグ
MTItemGroupEntries

name 属性で指定したグループのエントリ(ブログ記事/ウェブページ)を順番に出力します。
sort_order 属性で降順,昇順(descend|ascend)を、lastn 属性で出力するエントリの数を指定できます。
MTItemGroupEntries ループの中では、MT 標準のブロックタグ MTEntries の中で利用できる Entry に関連する
タグがそのまま使えます。

MTItemGroupEntries ループの中では下記の変数が自動的にセットされます。

__first__ : ループの最初
__last__ : ループの最後
__odd__ : 奇数回目の出力
__even__ : 奇数回目の出力
__counter__ : ループの何回目か

MTItemGroupEntriesHeader
MTItemGroupEntries ブロックタグのループの最初の実行時に出力されます。

MTItemGroupEntriesFooter
MTItemGroupEntries ブロックタグのループの最後の実行時に出力されます。

MTItemGroupEntryPrevious
現在のエントリの、グループ内におけるひとつ前(管理画面上ではひとつ上)のエントリの内容を出力するためのタグ
です。このタグの中では、 MT 標準のブロックタグ MTEntries の中で利用できるファンクションタグがそのまま使
えます。

MTItemGroupEntryNext
現在のエントリの、グループ内におけるひとつ後(管理画面上ではひとつ下)のエントリの内容を出力するためのタグ
です。このタグの中では、 MT 標準のブロックタグ MTEntries の中で利用できるファンクションタグがそのまま使
えます。

MTItemGroupCategories
name 属性で指定したグループのカテゴリ(カテゴリ/フォルダ)を順番に出力します。
sort_order 属性で降順,昇順(descend|ascend)を、lastn 属性で出力するカテゴリの数を指定できます。
MTItemGroupCategories ループの中では、MT 標準のブロックタグ MTCategories の中で利用できる Category 
に関連するタグがそのまま使えます。

MTItemGroupCategories ループの中では下記の変数が自動的にセットされます。

__first__ : ループの最初
__last__ : ループの最後
__odd__ : 奇数回目の出力
__even__ : 奇数回目の出力
__counter__ : ループの何回目か
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MTItemGroupCategoriesHeader
MTItemGroupCategories ブロックタグのループの最初の実行時に真を返します。

MTItemGroupCategoriesFooter
MTItemGroupCategories ブロックタグのループの最後の実行時に真を返します。

MTItemGroupCategoryPrevious
現在のカテゴリの、グループ内におけるひとつ前(管理画面上ではひとつ上)のカテゴリの内容を出力するためのブ
ロックタグです。このタグの中では、 MT 標準のブロックタグ MTCategories の中で利用できるファンクションタ
グがそのまま使えます。

MTItemGroupCategoryNext
現在のカテゴリの、グループ内におけるひとつ後(管理画面上ではひとつ下)のカテゴリの内容を出力するためのプラ
グインです。このタグの中では、 MT 標準のブロックタグ MTCategories の中で利用できるファンクションタグが
そのまま使えます。

MTBlogAttachFiles
ブログに添付されたファイル(アイテム)を Asset オブジェクトとしてループ出力します。このブロックタグの中では
MTAsset 関連のタグが利用できます。

MTIfBlogAttachFile
ブログに添付されたファイルが1つ以上ある場合に出力されます。

MTCategoryAttachFiles
カテゴリに添付されたファイル(アイテム)を Asset オブジェクトとしてループ出力します。このブロックタグの中で
は MTAsset 関連のタグが利用できます。

MTIfCategoryAttachFile
カテゴリに添付されたファイルが1つ以上ある場合に出力されます。

MTIfFileExists
モディファイアfileで指定したファイルがブログのサイト・パス以下に存在する場合に出力されます。

ファンクション・タグ
MTBlogBookId

ブログの書誌情報「Book ID」を出力します。

MTBlogCreator
ブログの書誌情報「作成者」を出力します。

MTBlogRights
ブログの書誌情報「権利」を出力します。

MTBlogPublisher
ブログの書誌情報「出版社」を出力します。
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MTePubAssetMimeType
アイテムのMimeTypeを出力します。MTAssetMimeTypeとの違いは、サムネイルとして登録されている画像等も出
力できるほか、ポップアップ画像用のXHTMLファイルのMimeTypeも出力される点です。

モディファイア
ePubPath2Rel

「Popup Image」テンプレートで「MTImageURL」に対して指定します。出力されるパスを相対パスに変換しま
す。
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 附録

ツールのインストールについて(Linuxでの例)
 kindlegenのインストール方法
インストールする予定のLinuxサーバーのカーネルバージョンを確認します。
SSHでログインするなどして、コマンドが使えるなら以下を実行して実行結果の最初が "2.4" か "2.6" かを確認してくだ
さい。

$ uname -r

http://www.amazon.com/gp/feature.html?docId=1000234621にアクセスして "Download KindleGen v1.1" にある 
"I agree to terms of use" をチェック、実行環境によって、"KindleGen for Linux 2.4 i386" か"KindleGen for Linux 
2.6 i386" をダウンロードします。

ダウンロードしたファイルをLinuxサーバーに転送してファイルを展開します。

$ tar zxvf kindlegen_linux_2.x_i386_v1.x.tar.gz

展開された kindlegen コマンドを、/usr/local/bin などにコピーします。
mt-config.cgiファイルの KindlegenPath にインストールしたkindlegenコマンドへのフルパスを指定します。

 epubcheckのインストール方法
JRE 1.5以上が必要です。JREバージョンをコマンドラインから確認します。

$ java -version

実行の結果、

java version "1.4.2"
gij (GNU libgcj) version 4.1.2 20080704 (Red Hat 4.1.2-48)

などと出た場合は、次の手順に沿ってJREをインストールします。

 JREのインストール(RHEL、CentOSの場合)
http://www.java.com/ja/download/manual.jsp から"Linux RPM (自己解凍ファイル)" をダウンロード
ダウンロードしたRPMファイルをLinuxに転送、rootユーザーで、
 

 $ rpm -ivh jre-xxx-linux-i586.rpm

*インストールされたJREは /usr/java/jre1.x.x_xx/ 以下にインストールされます
mt-config.cgi ファイルの JavaPath にインストールしたJREにあるjavaコマンドへのフルパスを指定します。

 epubcheckのインストール
http://code.google.com/p/epubcheck/ にアクセス、"Featured downloads:" から epubcheck-1.0.x.zip をダウンロー
ドします。サーバーで、ダウンロードした epubcheck-1.0.x.zip を展開します。
/usr/local/ に epubcheck ディレクトリを作成します。
epubcheck-1.0.5.jar を /usr/local/epubcheck にコピーします。
lib/ ディレクトリ以下を、/usr/local/epubcheck にコピーします。
 (lib/saxon.jar は、必ず epubcheck-1.0.5.jar と同じディレクトリにある必要があります)
mt-config.cgi ファイルの EpubcheckPath にインストールしたepubcheckのjarファイルへのフルパスを指定します。

- 23 -



 wkhtmltopdfのインストール方法
http://code.google.com/p/wkhtmltopdf/ へアクセスし、"Featured downloads:" から、"wkhtmltopdf-0.xx.x_betax-
static-i386.tar.bz2"をダウンロード、Linuxサーバーに転送します。
LinuxサーバーのCPUおよびカーネルがAMD64アーキテクチャの場合は、"wkhtmltopdf-0.xx.x_betax-static-
amd64.tar.bz2" をダウンロード、サーバーに転送して展開します。

$ bunzip2 -c wkhtmltopdf-0.10.0_beta4-static-i386.tar.bz2| tar xvf -

展開されたコマンド wkhtmltopdf-i386 などを、 wkhtmltopdf にリネームします。
コマンドを /usr/local/bin などにコピーします。
mt-config.cgi ファイルの WkHtmltoPdfPath に、インストールした wkhtmltopdf コマンドへのフルパスを指定しま
す。
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ソフトウェア利用許諾書
本ソフトウェア (ePublisher) は、アルファサード有限会社（以下「アルファサード」という）が著作権等の知的財産権その
他一切の権利を保有しています。この利用許諾契約は、本ソフトウェアに関してお客さまとアルファサードとの間で締結さ
れる契約です。アルファサードは、本ソフトウェアをサーバーにインストールしたことをもって、利用者が本契約のすべて
の条項を承諾したものとみなします。

1.利用許諾
お客様は次の範囲内で本ソフトウェアをご利用いただくことができます。

(1)本ソフトウェアを Movable Type がインストールされたサーバー(*1)にインストールして、ライセンスによって定め
られたユーザー数で利用(*2)すること。
*1 Movable Type がインストールされた1台のコンピューター、又は Movable Type がインストールされた1台のコ
ンピューター及びウェブページの公開用に使用する1台以下のコンピューター及びデーターベース・サーバー用に使
用する2台以下のコンピューターから成る1つのコンピューター群を意味します。

Movable Type Advanced向けエディションにおいてはインストールするサーバー数に制限はありません。

*2「ユーザー」とは、本ソフトウェアがインストールされている Movable Type の「ブログ投稿者の追加/
編集」機能をもって Movable Type により生み出される独自のログイン名を持ち、且つ90日以内にログインした個
人を意味します。尚、ユーザー数には Movable Type において「ブログ記事の投稿」権限を持ったユーザーを指し
ます (コメント投稿のみを許可されたユーザーは含まれません)。尚、Movable Type Advanced向けエディションを
除き登録できるユーザーはライセンス利用権を持つ法人または団体に所属する人に限られます。
Movable Type Advanced向けエディションでは、親会社、子会社での共同利用、関連会社との共同利用、フラン
チャイズチェーンでの利用、複数の企業が参加する団体や協会での利用が可能です。
ただし、他社へのブログ・CMSサービスの提供やホスティング事業での利用はできません。

2.サポート
お客様 (*1) は製品のサポート有効期限内であればウェブサイトよりサポートを受けることができます。サポートの対象範
囲、サポートの利用方法についてはウェブサイトに記載するものとします。

*1 代理店ライセンスの場合、エンドユーザーに対する一次サポートは代理店様が行うものとします。代理店ライセ
ンスでは、アルファサードは代理店様に対してサポートを提供することとし、エンドユーザーに対する直接のサポー
トは行いません。

3.禁止事項
お客様は次の各号に定める利用をすることはできません。

(1) 本ソフトウェアを第三者に配布すること。
(2) WWW、FTP、LAN等により、本ソフトウェアを特定、不特定に関わらず第三者にネットワーク配信もしくは記録

媒体複製により頒布・販売すること。
(3) 本ソフトウェアを改変修正その他変更する等本ソフトウェアに関する著作権その他の知的財産権を侵害すること。

4.不保証および免責
(1) アルファサードは、明示または黙示を問わず、本ソフトウェアの完全性、正確性、有用性、特定目的への適合性、第

三者の権利非侵害、及びその他一切の保証を第5条にて記載しているものを除いては行いません。
(2) お客様による本ソフトウェアのインストール、利用、利用不能および第三者への配布等から生じる一切の損害（使用

機器およびプログラム設定の破損、逸失利益、事業の中断、情報の喪失またはその他の金銭的損失を含み、またこ
れらに限定されない損害）に関して、アルファサードは一切の責任を負わないものとします。
上記の制限および排除は、お客様の所在地の法律上認められる限度で適用されるものとします。本契約に起因または
関連してアルファサード、その関連会社およびサプライヤが負う責任の総額は、本ソフトウェアについてお客様が支
払った金額を上限とします。
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5.アルファサードによる保証
(1) アルファサードは本ソフトウェアに含まれるオープンソース部分をのぞき、情報についての管理者の意図若しくは許

可なくコンピューター、コンピューター・システムまたはコンピューターネットワーク内の情報を変更し、損失し、
破壊し、記録しまたは送信するように意図的に設計された命令を本ソフトウェアに含めていないことを保証します。

(2) アルファサードは本ソフトウェアに含まれるオープンソース部分をのぞき、本ソフトウェアが第三者の知的財産権を
侵害するものではないことを保証します。

(3)本契約の有効期間中、本ソフトウェアに本項の保証に反するものが(オープンソースコードを除く)含まれていること
が判明した場合には、アルファサードは唯一の法的救済として、アルファサードの費用において本ソフトウェアの主
要な機能を損なうことなく本項に定める保証に合致するように本ソフトウェアを改変または交換する、あるいはお
客様がソフトウェアを本契約に従って使用し続けられように権利を取得する、合理的な営業上の努力を払います。お
客様は、本項に定める保証の違反についての他の法的救済を求める前に、アルファサードが当該変更または交換を行
うための猶予を与えるものとします。

6.その他
(1) 本契約は、日本国法に準拠するものとします。
(2) 本契約に関して訴訟の必要が生じた場合には、大阪地方裁判所を第一審の専属管轄裁判所とします。
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